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は
じ
め
に

　
曹
洞
宗
は
現
在
、
公
称
で
一
万
五
千
の
寺
院
と
、
二
万
五
千
の
僧
を
抱
え
、
一
宗
派
と
し
て
は
日
本
屈
指
の
規
模
を
誇
る
仏
教
宗
門
を

形
成
し
て
い
る
。
宗
祖
・
道
元
（
一
二
〇
〇

─
一
二
五
三
）
以
来
、
日
本
で
八
百
年
に
迫
ろ
う
と
い
う
歴
史
を
刻
ん
で
い
る
こ
の
宗
派
が
、
こ
こ
ま
で

の
一
大
宗
門
と
な
る
契
機
は
、
江
戸
時
代
の
初
頭
に
あ
っ
た
。

　
慶
長
十
七
年
（
一
六
一
二
）
の
「
曹
洞
宗
法
度
」、
さ
ら
に
、
元
和
元
年
（
一
六
一
五
）
の
「
永
平
寺
法
度
」
と
「
総
持
寺
法
度
」
が

下
さ
れ
る
に
及
ん
で
、
徳
川
幕
府
主
導
の
下
、
永
平
寺
と
総
持
寺
を
両
本
山
と
す
る
「
曹
洞
宗
」
の
形
が
規
定
さ
れ
た
。
こ
れ
は
無
論
、

幕
府
の
い
わ
ゆ
る
宗
教
統
制
の
一
環
で
あ
り
、
キ
リ
シ
タ
ン
禁
教
と
人
民
把
握
を
目
的
に
、
仏
教
寺
院
へ
の
檀
家
登
録
を
制
度
化
し
た
宗

教
政
策
の
内
で
あ
る
。
こ
の
組
織
形
成
は
、
必
ず
し
も
宗
門
の
自
発
的
な
動
き
に
よ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
が
、
結
果
的
に
み
れ
ば
、
道

元
を
宗
祖
と
仰
ぐ
一
大
宗
派
の
興
起
と
言
え
る
出
来
事
と
な
っ
た
。

　
こ
こ
か
ら
始
ま
る
江
戸
期
曹
洞
宗
の
思
想
状
況
は
、「
百
花
繚
乱）1
（

」
と
も
称
さ
れ
る
。
こ
の
時
期
の
曹
洞
宗
僧
で
一
般
的
に
名
の
知
ら
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れ
て
い
る
人
物
は
少
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
例
え
ば
、
独
庵
玄
光
（
一
六
三
〇

─
一
六
九
八
）、
卍
山
道
白
（
一
六
三
六

─
一
七
一
五
）、
面
山
瑞
方
（
一
六
八
三

─
一
七
六
九
）、
天

桂
伝
尊
（
一
六
四
八

─
一
七
三
五
）
な
ど
を
は
じ
め
と
し
て
、
様
々
な
形
で
宗
論
が
展
開
さ
れ
た
時
代
で
あ
っ
た
。

　
た
だ
、「
百
花
繚
乱
」
は
美
麗
な
形
容
で
あ
っ
て
、
別
の
角
度
か
ら
見
れ
ば
、
宗
門
内
に
は
「
諸
言
乱
立
」
と
い
う
感
も
否
め
な
い
。

幕
府
主
導
の
宗
教
統
制
に
よ
っ
て
、「
曹
洞
宗
」
と
い
う
大
き
な
外
枠
は
出
来
た
も
の
の
、
そ
の
中
身
は
穏
や
か
な
水
面
と
は
い
か
な
か

っ
た
。
永
平
寺
と
総
持
寺
の
二
大
本
山
に
し
て
も
、
宗
祖
・
道
元
以
来
の
永
平
寺
と
、
宗
門
内
最
大
勢
力
の
総
持
寺
と
い
う
構
図
が
あ
り
、

さ
ら
に
下
方
の
寺
院
に
い
た
る
ま
で
、
本
末
関
係
の
論
争
や
訴
訟
も
生
じ
、
さ
ら
に
、
師
と
弟
子
と
の
間
で
の
嗣
法
関
係
と
寺
院
相
続
に

お
い
て
も
問
題
を
抱
え
て
い
た
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
解
決
す
る
に
あ
た
っ
て
、
一
つ
の
落
と
し
所
と
な
っ
た
の
が
、
宗
祖
・
道
元
の
言
葉
で
あ
る
。
実
は
、
道
元
の
主
著

と
さ
れ
る
『
正
法
眼
蔵
』
は
、
宗
門
の
宝
と
し
て
秘
蔵
こ
そ
さ
れ
ど
も
、
そ
れ
を
元
に
学
問
を
す
る
と
い
う
流
れ
は
形
成
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
。
そ
こ
で
、
江
戸
期
に
お
い
て
、「
曹
洞
宗
」
と
い
う
宗
門
の
規
矩
を
定
め
る
た
め
に
「
復
古
」
さ
れ
た
の
が
、『
正
法
眼
蔵
』
で
あ

っ
た
。

　
し
か
し
、
宗
祖
の
言
葉
が
復
古
さ
れ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
れ
で
何
事
も
な
く
論
争
が
終
息
す
る
わ
け
で
も
な
い
。
室
町
期
以
降
、
永

き
に
亘
っ
て
学
問
対
象
と
な
っ
て
こ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
宗
門
と
し
て
の
『
正
法
眼
蔵
』
の
読
み
方
が
規
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

こ
と
と
同
義
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、〈
復
古
さ
れ
た
『
正
法
眼
蔵
』〉
は
、
そ
こ
に
様
々
な
読
み
や
解
釈
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
と
も
な
っ

た
。
こ
う
し
て
、
江
戸
期
の
曹
洞
宗
は
、
宗
祖
・
道
元
の
『
正
法
眼
蔵
』
と
い
う
一
際
大
輪
の
華
を
加
え
、
多
様
な
宗
論
・
思
想
が
咲
き

乱
れ
る
様
相
と
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　
本
稿
が
主
と
す
る
延
宝
四
年
（
一
六
七
六
）
の
『
曹
洞
護
国
辨
』
も
、
そ
の
種
々
の
花
の
一
つ
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
の
著
述
は
、
曹
洞

宗
と
い
う
宗
門
の
あ
り
方
を
問
う
も
の
で
は
あ
る
が
、
道
元
や
『
正
法
眼
蔵
』
の
復
古
・
解
釈
を
期
す
の
で
も
、
必
ず
し
も
中
国
曹
洞
禅
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三

に
傾
倒
す
る
の
も
の
で
も
な
い
。
そ
の
目
論
む
と
こ
ろ
は
、
曹
洞
宗
を
冠
し
た
〈
三
教
一
致
〉、
神
道
と
儒
教
と
仏
教
と
の
調
和
・
綜
合

で
あ
る
。

　
こ
の
『
曹
洞
護
国
辨
』
は
、〈
三
教
一
致
〉
を
道
元
以
来
の
形
、
と
主
張
す
る
が
、
後
で
確
認
す
る
よ
う
に
、『
正
法
眼
蔵
』
で
は
、

儒
・
仏
・
道
の
〈
三
教
一
致
〉
が
厳
し
く
批
判
さ
れ
て
い
る
上
に
、『
曹
洞
護
国
辨
』
が
論
旨
の
基
盤
と
す
る
〈
偏
正
五
位
〉
の
言
説
に

つ
い
て
も
、
道
元
は
『
正
法
眼
蔵
』
の
中
で
否
定
的
な
立
場
を
取
っ
て
い
る
。『
曹
洞
護
国
辨
』
の
論
旨
は
、『
正
法
眼
蔵
』
を
中
心
と
す

る
道
元
の
立
場
を
規
準
と
す
る
と
、
ほ
ぼ
道
か
ら
外
れ
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
位
置
に
あ
る
。
つ
ま
り
、『
曹
洞
護
国
辨
』
は
、
道
元
を

中
心
と
す
る
曹
洞
宗
の
宗
門
と
い
う
視
点
で
は
、
あ
ま
り
意
義
を
見
出
し
に
く
い
著
述
と
言
え
る
。

　
た
だ
し
、〈
偏
正
五
位
〉
を
含
む
〈
五
位
〉
の
思
想
は
、
道
元
に
は
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
の
、
室
町
期
以
降
の
曹
洞
宗
に
お
い
て

は
広
ま
り
を
見
せ
た
言
説
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
〈
五
位
〉
は
、
中
国
曹
洞
宗
の
派
祖
・
洞
山
良
价
（
八
〇
七

─
八
六
九
）
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
り
、

曹
洞
禅
の
言
説
と
し
て
は
寧
ろ
有
力
な
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
儒
・
仏
・
道
の
〈
三
教
一
致
〉
や
〈
儒
仏
一
致
〉
も
、
い
わ
ゆ
る
宋
朝

禅
の
頃
か
ら
中
国
禅
宗
で
は
喧
伝
さ
れ
て
き
た
言
説
で
あ
り
、
日
本
に
お
い
て
も
、
五
山
を
は
じ
め
と
す
る
禅
院
で
様
々
な
漢
籍
が
受
容

さ
れ
、
そ
の
学
問
が
広
く
行
な
わ
れ
て
き
た
こ
と）2
（

は
、
今
更
指
摘
す
る
ま
で
も
な
い
。

　
宗
門
内
で
『
正
法
眼
蔵
』
が
あ
ま
り
読
み
継
が
れ
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
れ
ば
、
通
常
の
曹
洞
禅
や
禅
宗
と
し
て
は
独
特

の
立
場
を
取
る
道
元
の
思
想
が
あ
る
一
方
で
、
中
国
禅
宗
以
来
の
〈
曹
洞
禅
〉
の
言
説
を
参
究
す
る
一
面
が
日
本
の
曹
洞
宗
に
も
あ
っ
た

こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
た
状
況
に
お
い
て
、
江
戸
期
の
「
復
古
」、
す
な
わ
ち
〈『
正
法
眼
蔵
』
の
返
り
咲
き
〉
と
い
う
事
態
へ
と
至
る
。

　
さ
ら
に
、
日
本
で
の
〈
三
教
一
致
〉
の
言
説
は
、
神
道
・
儒
教
・
仏
教
と
い
う
よ
う
に
〈
道
教
か
ら
神
道
〉
へ
の
転
換
が
行
な
わ
れ
る

こ
と
か
ら
、
中
国
の
〈
三
教
一
致
〉
そ
の
ま
ま
で
は
な
く
、
日
本
の
情
況
に
合
わ
せ
た
要
素
が
加
わ
る
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ

の
神
・
儒
・
仏
の
〈
三
教
一
致
〉
と
、
曹
洞
宗
の
〈
偏
正
五
位
〉
が
相
関
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
実
は
、
日
本
の
曹
洞
禅
に
独
特
の
〈
偏
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正
五
位
〉、
が
生
じ
た
こ
と
に
も
な
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
江
戸
期
の
仏
教
思
想
史
に
お
い
て
、
い
わ
ゆ
る
〈
儒
仏
論
争
〉
と
関
連
し
て
、

〈
三
教
一
致
〉
は
、
仏
教
側
の
重
要
な
課
題
と
も
な
っ
て
い
る
。

　
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
こ
う
し
た
諸
点
を
踏
ま
え
つ
つ
、『
曹
洞
護
国
辨
』
と
い
う
著
述
に
つ
い
て
、
江
戸
期
曹
洞
宗
に
お
け
る
〈
三
教

一
致
〉
の
一
側
面
を
考
察
し
て
み
た
い
。

一
　『
曹
洞
護
国
辨
』
の
構
成
と
立
脚
地

　『
曹
洞
護
国
辨
』（
以
下
、『
護
国
辨
』）
は
、
太
白
克
醉
（
？
─
一
七
〇
〇
）
に
よ
る
延
宝
四
年
（
一
六
七
六
）
の
著
述
で
、
宝
永
六
年
（
一
七

〇
九
）
に
京
都
の
書
肆
・
林
五
郎
兵
衛
か
ら
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
著
者
の
太
白
克
醉
に
つ
い
て
は
、『
太
白
行
脚
帒
』
と
『
洞
上
古
轍
口

辨
』
と
い
う
著
述
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
事
蹟
は
ほ
と
ん
ど
明
ら
か
で
な
い
。『
護
国
辨
』
の
序
文
に
、「
總
之
下
州
結
城
山
安
穏
寺

太
白
克
醉
自
敍）3
（

」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
延
宝
四
年
頃
は
、
下
総
、
現
在
の
茨
城
県
結
城
市
・
安
穏
寺
に
居
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

　
ま
ず
、
本
節
で
は
、
上
中
下
三
巻
に
お
よ
ぶ
『
曹
洞
護
国
辨
』
の
全
体
的
な
構
成
と
、
そ
こ
か
ら
読
み
取
れ
る
基
本
的
な
立
場
を
確
認

し
て
お
き
た
い
。

①
『
曹
洞
護
国
辨
』
の
構
成

　
序
文
に
「
其
篇
成
有
三
。
其
章
各
十
二）4
（

」
と
あ
る
よ
う
に
、『
護
国
辨
』
は
、
三
篇
十
二
章
か
ら
成
っ
て
い
る
（
本
稿
で
は
以
降
、
こ

の
記
述
に
従
っ
て
、「
篇
」
と
「
章
」
と
い
う
表
記
を
用
い
る
）。
全
体
の
構
成
を
見
て
み
る
と
、
ま
ず
、
大
き
く
三
篇
、「
天
道
偏
正
」、

「
地
道
偏
正
」、「
人
道
偏
正
」
に
分
か
れ
る
。
天
・
地
・
人
、
す
な
わ
ち
三
才
の
道
と
、「
偏
正
」
を
組
み
合
わ
せ
た
名
称
か
ら
も
、
曹
洞
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五

禅
の
〈
偏
正
五
位
〉
と
、
易
に
由
来
す
る
世
界
像
と
の
折
衷
を
予
感
さ
せ
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
三
篇
の
中
身
が
そ
れ
ぞ
れ
、
十

二
の
小
章
に
分
か
れ
て
い
る
た
め
、
都
合
、「
三
篇
三
十
六
章
」
と
い
う
構
成
に
な
る
。

　
さ
ら
に
、
そ
の
序
文
に
、

天
有
三
光
（
日
月
星
）、
宗
行
于
五
時
（
春
夏
秋
冬
季
夏
）。
地
有
三
等
（
上
中
下
）、
成
貢
于
五
行
（
水
火
木
金
土
）。
人
有
三
綱

（
君
父
夫
）、
匡
明
于
五
常
（
仁
義
禮
智
信）5
（

）

と
あ
る
よ
う
に
、
天
道
と
し
て
「
三
光
」
と
「
五
時
」、
地
道
と
し
て
「
三
等
」
と
「
五
行
」、
そ
し
て
人
道
と
し
て
「
三
綱
」
と
「
五

常
」
と
い
う
要
素
が
確
認
で
き
る
が
、
本
文
の
内
容
は
こ
れ
よ
り
も
さ
ら
に
多
種
多
様
な
事
項
に
言
が
及
ん
で
い
る
。
そ
こ
で
、
そ
の
各

十
二
章
の
諸
要
素
を
ま
と
め
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

上
巻
【
天
道
偏
正
】《
内
容
Ａ
》　
　
　
　
　
　
　
《
内
容
Ｂ
》

　
　
　
　
　
　
①
天
道
・
不
犯
中
　
　
　
　
　
　
三
教
と
世
・
出
世
の
動
静

　
　
　
　
　
　
②
星
宿
・
五
時
　
　
　
　
　
　
　
五
位
と
二
十
八
宿

　
　
　
　
　
　
③
偏
正
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
道
元
の
三
教
折
衷

　
　
　
　
　
　
④
天
徳
と
天
命
　
　
　
　
　
　
　
孔
子
、
神
武
天
皇
、
丹
霞
子
淳
の
説

　
　
　
　
　
　
⑤
鏡
・
太
極
　
　
　
　
　
　
　
　
義
陽
（
岐
陽
）・
羅
山
・
太
子
の
折
衷

　
　
　
　
　
　
⑥
毘
盧
遮
那
・
乾
道
　
　
　
　
　
三
教
と
五
位
、〈
偏
正
五
位
〉
と
華
厳
五
位
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⑦
曹
洞
宗
・
不
犯
中
　
　
　
　
　
天
・
神
と
智

　
　
　
　
　
　
⑧
三
足
烏
（
日
気
、
陽
）
　
　
　
五
蘊
と
三
光
・
三
等
・
三
綱

　
　
　
　
　
　
⑨
天
文
・
筮
占
　
　
　
　
　
　
　
文
武
と
仁
義

　
　
　
　
　
　
⑩
偏
正
の
知
（
洞
家
中
道
）
　
　
天
と
三
教
、
五
位
と
五
家

　
　
　
　
　
　
⑪
戒
・
仁
（
万
徳
）
　
　
　
　
　
戒
・
仁
と
三
教

　
　
　
　
　
　
⑫
禍
福
と
天
変
　
　
　
　
　
　
　
孔
子
の
「
獲
麟
」
と
太
子
の
「
片
岡
飢
人
」

中
巻
【
地
道
偏
正
】《
内
容
Ａ
》　
　
　
　
　
　
　
《
内
容
Ｂ
》

　
　
　
　
　
　
①
地
道
至
高
　
　
　
　
　
　
　
　
洞
山
三
路

　
　
　
　
　
　
②
宗
廟
と
祭
祀
　
　
　
　
　
　
　
廟
・
祭
と
三
教

　
　
　
　
　
　
③
国
土
と
賜
姓
　
　
　
　
　
　
　
五
行
と
五
位

　
　
　
　
　
　
④
坤
道
（
偏
正
と
陰
陽
）
　
　
　
坤
道
一
團
底
（
洞
家
の
宗
旨
）

　
　
　
　
　
　
⑤
闔
闢
・
土
水
　
　
　
　
　
　
　
山
河
・
日
月

　
　
　
　
　
　
⑥
土
神
・
地
神
・
社
稷
　
　
　
　
土
地
と
禍
福

　
　
　
　
　
　
⑦
緇
素
と
空
維
　
　
　
　
　
　
　
見
性
と
功
勲

　
　
　
　
　
　
⑧
須
弥
山
　
　
　
　
　
　
　
　
　
須
弥
山
説
（
四
洲
）
と
五
位

　
　
　
　
　
　
⑨
都
城
・
鎮
神
　
　
　
　
　
　
　「
九
」
と
「
八
」

　
　
　
　
　
　
⑩
楽
・
河
図
・
洛
書
と
因
果
　
　
生
死
の
業
と
三
教
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⑪
地
道
融
通
無
礙
　
　
　
　
　
　
脈
絡
・
水
火

　
　
　
　
　
　
⑫
無
為
と
不
言
　
　
　
　
　
　
　
土
徳
と
三
国

下
巻
【
人
道
偏
正
】《
内
容
Ａ
》　
　
　
　
　
　
　
《
内
容
Ｂ
》

　
　
　
　
　
　
①
和
气
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
楽
と
三
教

　
　
　
　
　
　
②
人
人
円
有
不
犯
一
中
理
　
　
　
洞
宗
虚
玄
、
渉
神
儒

　
　
　
　
　
　
③
神
宮
と
魔
王
　
　
　
　
　
　
　
神
魔
一
性
、
陰
陽
一
理

　
　
　
　
　
　
④
偏
正
・
簡
易
・
囘
互
・
類
比

　
　
　
　
　
　
⑤
礼
楽
・
君
臣
、
安
居
　
　
　
　
祖
関
と
宗
霊
・
清
規
と
礼
経
（
三
教
）

　
　
　
　
　
　
⑥
人
心
不
染
　
　
　
　
　
　
　
　
六
波
羅
密
と
陰
陽
立
律
呂
、
六
経
（
六
藝
）

　
　
　
　
　
　
⑦
般
若
（
智
慧
）
　
　
　
　
　
　
五
蘊
と
五
位

　
　
　
　
　
　
⑧
三
世
・
五
位
・
権
実
・
空
色
　
伏
犧
・
夏
禹
・
洞
山
・
道
元

　
　
　
　
　
　
⑨
人
王
治
・
法
王
化
　
　
　
　
　
五
常
と
五
戒

　
　
　
　
　
　
⑩
中
、
天
下
大
本
　
　
　
　
　
　
太
極
・
神
理
・
不
犯

　
　
　
　
　
　
⑪
仏
陀
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
釈
迦
と
五
位

　
　
　
　
　
　
⑫
虚
玄
大
道
・
無
著
真
宗
　
　
　
胎
内
五
位

　
以
上
の
よ
う
に
、『
護
国
辨
』
の
論
説
は
縦
横
、
多
岐
に
わ
た
っ
て
お
り
、
易
関
連
を
は
じ
め
と
し
て
、
仏
教
内
外
の
さ
ま
ざ
ま
な
文
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献
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
こ
れ
ほ
ど
の
諸
要
素
全
て
を
ま
と
め
て
い
る
の
が
、
三
編
の
名
に
も
付
い
て
い
る
〈
偏
正
五
位
〉

で
あ
り
、
要
す
る
に
曹
洞
宗
の
立
場
が
こ
れ
ら
一
切
を
取
り
ま
と
め
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

②
『
曹
洞
護
国
辨
』
の
基
本
的
立
場

　〈
偏
正
五
位
〉
に
つ
い
て
は
後
段
で
述
べ
る
こ
と
に
す
る
が
、『
護
国
辨
』
の
基
本
的
な
立
脚
地
は
、
前
の
章
立
て
か
ら
も
う
か
が
え
る
。

ま
ず
、
最
初
の
「
天
道
偏
正
・
第
一
章
」
に
、

洞
家
の
所
謂
、
不
犯
中
徳
及
び
天
道
を
嘉
奨
せ
る
所
に
し
て
、
三
才
は
、
た
だ
一
貫
な
る
の
み）6
（

と
あ
る
よ
う
に
、
曹
洞
宗
の
立
場
を
「
不
犯
中
徳
」
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
曹
洞
宗
が
「
中
を
犯
さ
な
い
」、
す
な
わ
ち
「
中
道
そ
の

も
の
で
あ
る
」
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
「
不
犯
中
」
と
い
う
言
葉
は
、『
護
国
辨
』
の
中
で
曹
洞
宗
を
指
し
示
す
た
め
に

度
々
用
い
ら
れ
る
。

　
同
様
に
、『
護
国
辨
』
の
最
終
章
に
あ
た
る
「
人
道
偏
正
・
第
十
二
章
」
で
は
、

洞
家
に
謂
ふ
虚
玄
大
道
、
無
著
真
宗
を
按
ず
る）7
（

と
述
べ
る
所
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
こ
の
「
虚
玄
大
道
、
無
著
真
宗
」
も
『
護
国
辨
』
の
中
で
は
曹
洞
宗
を
示
す
言
葉
と
し
て
使
わ
れ
る

言
葉
で
あ
る
。「
虚
玄
」
や
「
無
著
」
と
い
う
形
容
は
、
人
為
や
心
識
の
は
た
ら
き
に
と
ら
わ
れ
な
い
「
真
」
の
、
何
物
に
も
犯
さ
れ
得
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な
い
状
態
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
前
の
「
不
犯
中
」
と
通
ず
る
表
現
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
言
葉
は
と
も
に
、
中
国
曹
洞
禅
の
曹
山
本
寂
（
八
四
〇

─
九
〇
一
）
に
よ
る
『
撫
州
曹
山
元
証
禅
師
語
録
』（
以
下
『
曹
山
録
』）
に
由

来
し
て
い
る
。

師
又
曰
。
以
君
臣
偏
正
言
者
。
不
欲
犯
中
。
故
臣
称
君
不
敢
斥
言
是
也
。
此
吾
法
宗
要
也）8
（

不
堕
諸
有
。
非
染
非
浄
。
非
正
非
偏
。
故
曰
虚
玄
大
道
無
著
真
宗）9
（

　『
曹
山
録
』
の
冒
頭
で
〈
偏
正
五
位
〉
が
述
べ
ら
れ
る
部
分
の
一
節
で
あ
る
が
、『
護
国
辨
』
で
は
、
そ
こ
か
ら
引
き
出
さ
れ
た
「
不
犯

中
」
で
始
ま
り
、「
虚
玄
大
道
、
無
著
真
宗
」
が
掉
尾
を
飾
る
と
い
う
全
体
的
な
構
造
と
な
っ
て
い
る
。
後
に
も
述
べ
る
よ
う
に
、
曹
山

は
、
洞
山
と
並
ん
で
五
位
思
想
形
成
の
立
役
者
の
一
人
で
あ
る
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
も
、『
護
国
辨
』
が
〈
偏
正
五
位
〉
の
言
説
を
旨
と
し
、「
不
犯
中
」
と
「
虚
玄
大
道
、
無
著
真
宗
」
の
立
場
に
あ
る
曹

洞
宗
と
い
う
視
点
に
立
っ
て
い
る
の
が
見
て
取
れ
る
。
別
の
見
方
を
す
れ
ば
、
こ
の
曹
洞
禅
の
立
場
が
、
神
祇
信
仰
な
い
し
神
道
と
儒
教

と
仏
教
と
を
綜
合
す
る
場
所
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

吾
が
故
永
平
元
老
、
禅
洞
に
折
衷
の
道
有
る
を
発
明
し
、
竟
に
三
教
を
一
器
に
鹽
梅
し
て
、
五
位
を
萬
世
に
肴
饌
す
る
は
、
殫
く
乃

ち
偏
正
二
字
に
功
極
む
る
な
り）₁₀
（
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　『
護
国
辨
』
で
は
、「
故
永
平
元
老
」、
す
な
わ
ち
道
元
を
〈
三
教
一
致
〉
と
〈
偏
正
五
位
〉
の
旗
手
と
し
て
い
る
。
当
然
の
こ
と
な
が

ら
、
神
道
や
神
祇
信
仰
は
日
本
の
も
の
で
あ
り
、
洞
山
や
曹
山
と
い
っ
た
中
国
曹
洞
禅
に
〈
神
・
儒
・
仏
の
三
教
一
致
〉
に
関
す
る
言
及

が
あ
ろ
う
は
ず
は
な
い
。
そ
こ
で
、
日
本
に
お
け
る
曹
洞
宗
の
派
祖
に
位
置
す
る
道
元
が
、〈
偏
正
五
位
〉
と
〈
神
・
儒
・
仏
の
三
教
一

致
〉
の
嚆
矢
と
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
が
、『
護
国
辨
』
は
、
こ
の
こ
と
に
関
す
る
道
元
の
直
截
な
言
葉
を
引
く
こ
と
は
な
く
、
表
現
上
、

儒
教
的
な
言
い
ま
わ
し
を
し
て
い
る
こ
と
や
、
永
平
寺
を
建
立
す
る
際
に
、
土
地
の
白
山
権
現
を
祀
っ
た
こ
と
な
ど
が
示
さ
れ
て
い
る
程

度
に
す
ぎ
な
い
。

　
実
際
の
と
こ
ろ
、
道
元
は
、〈
偏
正
五
位
〉
の
言
説
に
は
否
定
的
で
あ
り
、〈
三
教
一
致
〉
に
つ
い
て
も
、
宋
朝
禅
で
お
こ
な
わ
れ
て
い

た
〈
儒
・
仏
・
道
の
三
教
一
致
〉
の
時
点
で
厳
し
い
批
判
を
浴
び
せ
て
い
る
。

　『
正
法
眼
蔵
』
春
秋
巻
で
は
、

仏
法
も
し
偏
正
の
商
量
よ
り
相
伝
せ
ば
、
い
か
で
か
今
日
に
い
た
ら
ん
。〈
中
略
〉
か
つ
て
仏
法
の
道

を
行
李
せ
ざ
る
と
も
が
ら
、

あ
や
ま
り
て
洞
山
に
偏
正
等
の
五
位
あ
り
て
人
を
接
す
と
い
ふ
。
こ
れ
は
胡
説
乱
説
な
り
、
見
聞
す
べ
か
ら
ず）₁₁
（

と
述
べ
て
お
り
、「
偏
正
二
字
に
功
極
む
る
」
ど
こ
ろ
か
、
洞
山
に
は
〈
五
位
〉
の
教
え
な
ど
な
く
、
偏
正
に
よ
る
理
解
で
は
、
仏
法
は

伝
わ
ら
な
い
と
し
て
い
る
。
ま
た
、『
正
法
眼
蔵
』
諸
法
実
相
巻
で
は
、

し
か
あ
る
を
、
近
来
大
宋
国
杜
撰
の
と
も
が
ら
、
落
処
を
し
ら
ず
、
宝
所
を
み
ず
。
実
相
の
言
を
虚
説
の
ご
と
く
し
、
さ
ら
に
老
子

荘
子
の
言
句
を
学
す
。
こ
れ
を
も
て
、
仏
祖
の
大
道
に
一
斉
な
り
と
い
ふ
。
ま
た
三
教
は
一
致
な
る
べ
し
と
い
ふ
。
あ
る
い
は
三
教
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は
鼎
の
三
脚
の
ご
と
し
、
ひ
と
つ
も
な
け
れ
ば
く
つ
が
へ
る
べ
し
と
い
ふ
。
愚
癡
の
は
な
は
だ
し
き
、
た
と
ひ
を
と
る
に
物
あ
ら
ず）₁₂
（

と
し
て
、
儒
教
や
老
荘
を
仏
道
と
同
等
と
す
る
言
説
に
は
明
ら
か
な
難
色
を
示
し
て
お
り
、
そ
の
晩
年
の
十
二
巻
本
・
四
禅
比
丘
巻
で
は
、

〈
三
教
一
致
〉
に
つ
い
て
、
仏
法
を
貶
め
る
「
大
邪
見）₁₃
（

」
と
厳
し
く
批
判
を
加
え
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
傾
向
を
有
す
る
道
元
に
、〈
偏
正
五
位
〉
や
〈
神
・
儒
・
仏
の
三
教
一
致
〉
を
鼓
吹
す
る
よ
う
な
言
葉
が
無
い
の
は
当
然

で
あ
り
、『
護
国
辨
』
も
自
身
の
立
場
を
直
接
に
援
護
す
る
道
元
の
言
葉
を
引
け
て
い
な
い
状
態
に
あ
る
。『
正
法
眼
蔵
』
の
伝
来
状
況
に

よ
っ
て
は
、
春
秋
巻
や
諸
法
実
相
巻
な
ど
の
批
判
を
知
ら
な
か
っ
た
可
能
性）₁₄
（

も
あ
る
が
、
仏
教
内
外
の
多
様
な
書
籍
を
駆
使
す
る
『
護
国

辨
』
で
も
、
肝
心
な
宗
祖
の
言
葉
を
見
つ
け
ら
れ
な
か
っ
た
の
は
事
実
で
あ
る
。
た
だ
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、〈
偏
正
五
位
〉
と
〈
神
・

儒
・
仏
の
三
教
一
致
〉
が
道
元
に
託
さ
れ
、「
偏
正
二
字
に
功
極
む
る
」
と
さ
れ
て
い
る
以
上
、
ま
さ
に
『
護
国
辨
』
の
思
想
的
立
場
が

「
偏
正
」
に
極
ま
る
こ
と
は
確
認
で
き
る
。

　
前
の
「
不
犯
中
」
と
「
虚
玄
大
道
、
無
著
真
宗
」
と
を
合
わ
せ
れ
ば
、『
護
国
辨
』
の
基
本
的
な
立
場
は
、「
偏
正
」
と
「
中
道
」
と
い

う
言
葉
に
集
約
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

二
　『
曹
洞
護
国
辨
』
に
お
け
る
〈
偏
正
五
位
〉

①
〈
偏
正
五
位
〉
と
『
曹
洞
護
国
辨
』
に
お
け
る
形

　
禅
宗
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
能
力
や
傾
向
を
持
つ
門
人
を
導
く
た
め
に
講
ず
る
手
立
て
を
「
機
関
」
と
呼
ぶ
。〈
偏
正
五
位
〉
を
含
む

〈
五
位
〉
も
、
曹
洞
宗
を
代
表
す
る
「
機
関
」
の
一
つ
と
さ
れ
て
い
る
。〈
五
位
〉
に
は
、〈
偏
正
五
位
〉
の
他
に
、〈
功
勲
五
位
〉、〈
王
子
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五
位
〉、〈
君
臣
五
位
〉
ま
で
四
種
類
を
数
え
る
が
、
こ
こ
で
は
、『
護
国
辨
』
で
の
基
盤
と
な
っ
て
い
る
〈
偏
正
五
位
〉
に
つ
い
て
確
認

し
て
お
き
た
い
。

　〈
偏
正
五
位
〉
の
言
説
は
、
洞
山
良
价
が
述
べ
た
と
さ
れ
る
「
五
位
の
大
意
」
や
『
宝
鏡
三
昧
歌
』
に
由
来
す
る
も
の
で
、
洞
山
の
弟

子
で
あ
る
曹
山
本
寂
が
「
五
位
」
の
形
に
整
理
し
、
さ
ら
に
そ
の
弟
子
の
曹
山
慧
霞
（
？
　
　
─
？
）
が
『
五
位
顕
決
』
と
し
て
編
集
・
著
述
と

す
る
に
至
っ
て
成
立
し
て
い
る
。
洞
山
・
曹
山
の
師
弟
以
降
も
、
丹
霞
子
淳
（
一
〇
六
四

─
一
一
一
七
）
や
宏
智
正
覚
（
一
〇
九
一

─
一
一
五
七
）
と
い
っ
た
曹
洞
禅

系
の
祖
師
達
に
よ
る
提
唱
だ
け
で
な
く
、
臨
済
系
の
汾
陽
慧
昭
（
九
四
七

─
一
〇
二
四
）、
慈
明
楚
円
（
九
八
七

─
一
〇
四
〇
）
の
師
弟
に
お
い
て
も
提
唱
が
な

さ
れ
る
な
ど
、
中
国
曹
洞
禅
に
お
い
て
は
重
要
な
言
説
と
し
て
流
布
し
、
禅
宗
各
派
の
宗
要
を
ま
と
め
た
『
人
天
眼
目
』（
一
一
八
八
年
）

で
も
曹
洞
宗
の
第
一
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　
道
元
が
〈
偏
正
五
位
〉
を
採
用
し
な
か
っ
た
こ
と
は
、
既
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
が
、
そ
の
後
の
曹
洞
宗
で
は
〈
五
位
〉
に
関
す
る
学

問
が
展
開
さ
れ
、『
護
国
辨
』
を
含
む
江
戸
期
の
曹
洞
宗
門
で
も
継
続
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
中
国
・
日
本
を
通
し
て
、〈
偏
正
五
位
〉

は
曹
洞
禅
の
重
要
課
題
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

　〈
偏
正
五
位
〉
は
、
そ
の
名
の
通
り
、「
正
」
と
「
偏
」
と
を
基
本
要
素
と
す
る
。
こ
れ
ら
は
、
例
え
ば
、『
曹
山
録
』
で
、

正
位
即
空
界
。
本
来
無
物
。
偏
位
即
色
界
。
有
萬
象
形）₁₅
（

と
し
て
、「
正
」
が
空
界
、「
偏
」
が
色
界
に
充
て
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、「
正
」
に
は
、
理
、
体
、
空
な
ど
、
こ
れ
に
対
し
て
「
偏
」
は
、

事
、
用
、
色
な
ど
の
対
比
で
説
明
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
総
じ
て
、「
正
」
が
一
切
に
通
じ
る
平
等
性
、「
偏
」
は
個
々
の
上
に
立
つ
差
別

相
、
と
い
う
分
類
傾
向
が
あ
る
。
こ
う
し
た
二
つ
の
要
素
か
ら
、
五
種
の
状
態
を
示
す
の
が
〈
偏
正
五
位
〉
の
言
説
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
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そ
の
〈
偏
正
五
位
〉
の
分
類
・
解
釈
の
形
式
も
一
つ
で
は
な
く
、
諸
説
並
び
立
つ
と
こ
ろ
と
な
っ
て
い
る
が
、『
護
国
辨
』
で
は
、「
正

中
偏
」「
偏
中
正
」「
正
中
来
」「
兼
中
至
」「
兼
中
到
」
と
い
う
五
段）₁₆
（

が
採
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
場
合
、「
正
中
偏
」
と
「
偏
中
正
」
が

前
二
位
、「
兼
中
至
」
と
「
兼
中
到
」
が
後
二
位
、
そ
し
て
「
正
中
来
」
が
中
位
と
い
う
配
置
と
な
る
。

　
前
二
位
の
「
正
中
偏
」
と
「
偏
中
正
」
は
、「
正
」
と
「
偏
」
の
ど
ち
ら
か
を
主
と
し
て
見
る
位
に
相
当
す
る
。
平
等
と
差
別
と
い
う

見
方
を
適
用
す
れ
ば
、
全
体
平
等
の
上
に
個
々
の
差
別
相
を
見
る
「
正
中
偏
」
か
、
個
々
の
差
別
が
あ
る
所
に
全
体
へ
通
じ
る
平
等
性
を

見
出
だ
す
「
偏
中
正
」
と
い
っ
た
形
に
な
る
。

　
次
に
、
後
二
位
の
「
兼
中
至
」
と
「
兼
中
到
」
は
、「
正
」
と
「
偏
」
を
兼
帯
す
る
位
と
さ
れ
る
。
こ
ち
ら
に
は
「
正
」
と
「
偏
」
が

並
立
す
る
「
兼
中
至
」
と
、「
正
」
と
「
偏
」
が
渾
然
一
体
と
な
る
「
兼
中
到
」
と
い
っ
た
内
容
が
あ
た
る
。

　
残
っ
た
「
正
中
来
」
は
、
こ
の
前
二
位
と
後
二
位
の
中
間
に
位
置
し
、
中
道
・
独
尊
を
意
味
す
る
が
、『
護
国
辨
』
で
は
、
こ
の
「
正

中
来
」
が
〈
五
位
〉
の
要
で
あ
り
、
最
も
重
要
視
さ
れ
る
位
と
な
る
。
例
え
ば
、「
天
道
偏
正
・
第
十
章
」
で
禅
宗
の
五
家
を
〈
五
位
〉

に
配
当
す
る
場
面
で
は
、

蓋
し
臨
済
宗
は
正
中
偏
に
当
り
、
雲
門
宗
は
偏
中
正
に
当
り
、
法
眼
宗
は
兼
中
至
に
当
り
、

仰
宗
は
兼
中
到
に
当
る
。
惟
だ
曹
洞

宗
を
以
て
当
に
正
中
来
に
配
す
べ
き
は
、
乃
ち
四
派
各
は
中
道
に
拠
て
宗
義
を
建
つ
る
所
以
な
り）₁₇
（

と
述
べ
て
、
自
身
の
属
す
る
曹
洞
宗
を
、
中
道
で
あ
る
「
正
中
来
」
に
配
し
、
五
家
の
中
央
・
要
の
位
置
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
他
の
四
家
は
曹
洞
宗
を
拠
り
所
と
し
て
成
立
し
て
い
る
と
も
あ
っ
て
、
同
宗
を
諸
宗
の
基
盤
に
位
置
づ
け
て
い
る
。

　
こ
の
〈
五
位
〉
に
お
け
る
「
正
中
来
」
の
位
置
関
係
は
、
五
行
と
の
対
比
か
ら
見
え
や
す
い
。
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蓋
し
木
行
は
正
中
偏
に
当
り
、
火
行
は
偏
中
正
に
当
り
、
金
行
は
兼
中
至
に
当
り
、
水
行
は
兼
中
到
に
当
る
。
惟
だ
土
行
を
以
て
正

中
来
に
配
す）₁₈
（

　「
地
道
偏
正
・
第
三
章
」
で
は
、
先
ほ
ど
の
五
宗
と
全
く
同
様
の
構
文
で
、
五
行
を
〈
五
位
〉
に
配
当
し
て
い
る
が
、
五
行
の
方
角
で

は
中
央
に
あ
た
る
「
土
行
」
に
「
正
中
来
」
が
相
当
す
る
。〈
五
位
〉
の
配
置
は
、『
太
極
図
』
の
よ
う
な
形
で
図
示
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、

『
護
国
辨
』
に
も
図
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
五
行
と
方
角
の
情
報
を
載
せ
る
と
次
図
の
よ
う
に
な
る
。

　『
護
国
辨
』
は
、
中
央
、
中
心
に
位
置
す
る
「
正
中
来
」
を
、
中
道
を
標
示
す
る
も
の
と
し
て
事
実
上
の
最
高
位
と
見
て
、「
不
犯
中
」

「
虚
玄
大
道
、
無
著
真
宗
」
で
あ
る
曹
洞
宗
に
相
応
す
る
も
の
と
設
定
し
て
い
る
。
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こ
う
し
て
、『
護
国
辨
』
は
、〈
偏
正
五
位
─
正
中
来
─
中
道
─
曹
洞
宗
〉
と
い
う
筋
を
形
成
し
て
い
る
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。

②
『
曹
洞
護
国
辨
』
に
お
け
る
「
正
中
来
」
の
位
置
づ
け

　『
護
国
辨
』
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
「
正
中
偏
」「
偏
中
正
」「
正
中
来
」「
兼
中
至
」「
兼
中
到
」
と
い
う
並
び
の
〈
偏
正
五
位
〉
の
場
合
、

至
高
中
心
の
位
と
さ
れ
る
の
は
、
中
央
に
位
置
す
る
「
正
中
来
」
か
、
最
終
第
五
位
の
「
兼
中
到
」
か
の
二
系
統
の
解
釈
に
分
か
れ
る
。

つ
ま
り
、〈
五
位
〉
を
平
面
配
置
し
た
場
合
の
「
中
央
」
を
取
る
か
、
第
一
位
か
ら
第
五
位
ま
で
順
番
配
置
を
し
た
場
合
の
「
高
位
」
を

取
る
か
、
と
い
う
違
い
で
あ
る
。「
正
中
来
」
に
関
し
て
は
、「
中
心
・
中
央
」
と
な
る
か
、「
五
位
中
の
第
三
位
」
に
な
る
か
、
と
い
う

解
釈
に
よ
っ
て
状
況
変
化
が
起
こ
り
得
る
。

　『
護
国
辨
』
が
「
正
中
来
」
中
心
説
、
中
央
重
視
の
立
場
に
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
順
番
説
を
採
用
し
な
い
姿
勢
が
特
徴
的

に
表
わ
れ
る
場
面
が
「
天
道
偏
正
・
第
六
章
」
に
あ
る
。

十
住
は
正
中
偏
に
当
り
、
十
行
は
偏
中
正
に
当
り
、
十
地
は
兼
中
至
に
当
り
、
十
一
地
は
兼
中
到
に
当
る
。
惟
だ
十
囘
向
を
以
て
乃

ち
正
中
来
に
配
す
る
は
菩
薩
修
次
な
り）₁₉
（

　〈
五
位
〉
に
配
当
さ
れ
て
い
る
「
十
住
」「
十
行
」「
十
廻
向
」「
十
地
」「
十
一
地
」
は
、『
護
国
辨
』
で
は
「
華
厳
五
位
」
と
呼
ば
れ
る

「
菩
薩
修
次
」、
す
な
わ
ち
菩
薩
行
道
の
修
行
段
階
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
李
通
玄
（
六
三
五

─
七
三
〇
）
の
『
新
華
厳
経
論
』
に
見
ら
れ
る
教
説）₂₀
（

で
あ
り
、「
十
住
」
か
ら
「
十
一
地
」
へ
と
菩
薩
の
行
証
が
深
ま
る
の
が
基
本
で
あ
る
。
特
に
、「
十
一
地
」
は
、「
等
覚）₂₁
（

」
に
相
当
す
る

位
置
付
け
に
な
る
た
め
、
こ
の
五
位
の
中
で
は
明
ら
か
な
高
位
と
な
る
。
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こ
こ
で
『
護
国
辨
』
は
、〈
偏
正
五
位
〉
の
順
を
守
り
、
そ
の
ま
ま
「
華
厳
五
位
」
に
重
ね
た
た
め
、「
正
中
来
」
は
「
十
廻
向
」
に
相

当
し
、「
十
一
地
」
に
は
「
兼
中
到
」
が
当
っ
て
い
る
。
通
常
で
あ
れ
ば
、「
兼
中
到
」「
十
一
地
」
の
方
が
高
位
と
な
る
状
況
で
あ
る
が
、

十
住
十
行
の
二
位
は
前
に
居
り
、
乃
ち
十
囘
向
一
位
の
中
に
居
る
に
お
い
て
根
起
し
、
十
地
十
一
地
の
二
位
は
後
に
居
り
、
又
十
囘

向
の
一
位
の
中
に
居
る
に
お
い
て
宗
成
る
所
以
な
り
。
而
し
て
吾
が
四
位
は
正
中
来
一
位
に
発
帰
す
る
こ
と
、
亦
た
復
た
斯
く
の
若

し）₂₂
（

と
述
べ
て
、
五
家
や
五
行
と
同
様
に
、「
正
中
来
」
に
相
当
す
る
位
が
中
心
で
あ
り
、
こ
れ
が
他
の
四
位
の
拠
り
所
と
な
る
と
い
う
説
を

崩
し
て
い
な
い
。
さ
ら
に
「
十
廻
向
」
に
つ
い
て
は
、

矧
て
囘
向
は
兜
率
天
に
設
く
る
な
り
。
義
を
中
道
に
取
ら
む
や）₂₃
（

と
し
て
、「
中
道
」
で
あ
る
こ
と
を
押
す
議
論
を
展
開
し
て
い
る
。

　
こ
れ
は
、「
十
廻
向
の
法
門
は
、
中
道
を
旨
と
す
る
兜
率
天
で
示
さ
れ
た
」
と
い
う
『
新
華
厳
経
論
』
の
説）₂₄
（

を
根
拠
と
し
、「
中
道
」
一

点
に
絞
っ
た
解
釈
で
あ
る
。
菩
薩
行
道
を
論
ず
る
場
合
、
高
位
段
階
で
あ
る
「
十
地
」
や
、
逆
に
初
心
段
階
で
あ
る
「
十
信
」
の
位
が
重

視
さ
れ
る
こ
と
は
あ
る
が
、
中
間
位
に
あ
た
る
「
十
住
」「
十
行
」「
十
廻
向
」
は
、
寧
ろ
あ
ま
り
目
立
っ
た
議
論
が
展
開
さ
れ
な
い
部
分

と
な
っ
て
お
り
、『
護
国
辨
』
の
よ
う
な
「
十
廻
向
」
中
心
の
説
は
珍
し
い
形
と
言
え
る
。
無
論
、
こ
れ
は
〈
偏
正
五
位
〉
に
お
け
る

「
正
中
来
」
中
心
説
に
引
っ
張
ら
れ
た
た
め
で
あ
る
が
、
仏
教
の
通
例
よ
り
も
「
中
道
」
を
優
先
さ
せ
る
と
い
う
『
護
国
辨
』
の
思
想
傾



江
戸
期
曹
洞
宗
に
お
け
る
三
教
一
致
思
想
（
松
波
）�

一
七

向
が
よ
く
あ
ら
わ
れ
る
一
面
で
あ
ろ
う
。

　
こ
う
し
た
「
正
中
来
」
中
心
の
説
は
、
明
末
の
中
国
曹
洞
禅
僧
・
永
覚
元
賢
（
一
五
七
八

─
一
六
五
七
）
に
よ
る
『
洞
上
古
轍
』
が
輸
入
さ
れ
た
影

響
）
₂₅
（

も
考
え
ら
れ
る
。
実
際
、
江
戸
期
の
曹
洞
宗
門
に
お
け
る
五
位
思
想
で
は
、「
正
中
来
」
が
重
視
さ
れ
る
形
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
た

だ
、〈
偏
正
五
位
〉
の
中
で
も
「
正
中
来
」
を
中
心
と
す
る
点
に
は
、『
洞
上
古
轍
』
等
の
影
響
が
あ
る
と
し
て
も
、
さ
ら
に
そ
の
基
盤
と

な
る
「
中
道
」
を
色
濃
く
打
ち
出
す
部
分
は
『
護
国
辨
』
の
特
徴
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

三
　『
曹
洞
護
国
辨
』
に
お
け
る
〈
三
教
一
致
〉

　
江
戸
期
の
仏
教
が
直
面
し
た
問
題
の
一
つ
に
、
排
仏
論
が
あ
る
。

　
藤
原
惺
窩
（
一
五
六
一

─
一
六
一
九
）、
林
羅
山
（
一
五
八
三

─
一
六
五
七
）、
熊
沢
蕃
山
（
一
六
一
九

─
一
六
九
一
）
と
い
っ
た
儒
者
や
心
学
者
た
ち
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
仏
教
を
批

判
し
、
対
す
る
仏
教
の
側
も
、
反
儒
、
も
し
く
は
、〈
儒
仏
一
致
〉、〈
三
教
一
致
〉
を
提
示
す
る
こ
と
で
、
反
論
・
反
撃
な
い
し
折
衷
を

は
か
る
こ
と
と
な
る
。

　『
曹
洞
護
国
辨
』
が
著
わ
さ
れ
た
延
宝
四
年
（
一
六
七
六
）
と
言
え
ば
、
黄
檗
禅
僧
・
潮
音
道
海
（
一
六
二
八

─
一
六
九
五
）
が
『
先
代
旧
事
本
紀
大

成
経
』（
以
下
『
大
成
経
』）
関
連
の
活
動
を
し
て
い
た
、
ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
に
あ
た
る
。『
大
成
経
』
は
、
潮
音
と
伊
勢
伊
雑
宮
の
神
官

に
よ
っ
て
、
聖
徳
太
子
に
仮
託
し
て
偽
撰
さ
れ
た
〈
伝
承
・
国
史
〉
で
あ
る
。
潮
音
に
と
っ
て
は
、
排
仏
論
に
対
抗
す
る
〈
三
教
一
致
の

伝
承
〉
と
い
う
意
義
が
込
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
当
時
の
仏
教
者
か
ら
す
れ
ば
歓
迎
す
べ
き
点
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
結
果
的
に
は
発

禁
処
分
と
な
る
『
大
成
経
』
で
あ
る
が
、
一
定
の
影
響
力
は
発
揮
さ
れ
、
曹
洞
宗
の
一
部
に
お
い
て
も
受
容）₂₆
（

さ
れ
て
い
る
。

　『
曹
洞
護
国
辨
』
も
〈
三
教
一
致
〉
と
い
う
面
で
は
共
通
す
る
が
、
天
地
開
闢
の
伝
承
ま
で
も
巻
き
込
ん
だ
『
大
成
経
』
の
そ
れ
と
は
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様
相
を
異
に
し
て
い
る
。

　『
大
成
経
』
は
、
天
譲
日
天
先
霧
地
譲
月
地
先
霧
皇
尊
と
い
う
原
初
神
に
し
て
「
常
世
神
」
で
あ
る
神
に
、
宗
教
と
関
わ
る
「
宗
源
」

「
斎
元
」「
霊
宗
」
の
三
要
素
を
帰
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
根
源
を
確
保
し
、
一
方
で
聖
徳
太
子
が
人
の
世
で
の
語
り
手
と
な
っ
て
、「
五
憲

法
」
に
お
い
て
〈
三
教
一
致
〉
を
説
く
、
と
い
う
部
分
が
大
枠
と
な
る
。

　
そ
こ
で
本
節
で
は
、
こ
の
『
大
成
経
』
で
見
ら
れ
る
所
の
大
枠
、
す
な
わ
ち
、「〈
三
教
一
致
〉
の
語
り
手
」
と
「〈
三
教
一
致
〉
の
根

源
」
と
い
う
二
つ
を
要
点
に
し
て
、『
曹
洞
護
国
辨
』
の
〈
三
教
一
致
〉
に
つ
い
て
考
察
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

①
『
曹
洞
護
国
辨
』
に
お
け
る
〈
三
教
一
致
〉
の
語
り
手

　『
護
国
辨
』
が
〈
三
教
一
致
〉
を
論
ず
る
に
あ
た
っ
て
、
自
身
以
外
の
〈
三
教
一
致
〉
を
例
示
す
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
特
に

〈
神
・
儒
・
仏
の
三
教
一
致
〉
は
、
日
本
で
し
か
通
用
し
な
い
形
で
あ
る
た
め
、
そ
の
先
例
・
別
例
は
補
強
と
な
る
線
大
で
あ
る
。

　〈
三
教
一
致
〉
の
語
り
手
の
第
一
は
、
日
本
に
お
け
る
曹
洞
宗
の
派
祖
・
道
元
で
あ
る
。
た
だ
、〈
三
教
一
致
〉
に
し
て
も
、〈
偏
正
五

位
〉
に
し
て
も
、
こ
れ
ら
が
道
元
に
由
来
す
る
と
設
定
す
る
に
は
、
大
き
な
問
題
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
既
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
こ

の
点
に
関
し
て
は
、
あ
く
ま
で
も
仮
託
の
域
を
出
な
い
と
言
え
る
。

　
こ
う
し
た
別
例
を
引
く
際
に
は
、
そ
れ
を
述
べ
た
人
物
の
権
威
が
求
め
ら
れ
る
。
日
本
の
曹
洞
宗
に
属
す
る
『
護
国
辨
』
に
と
っ
て
、

道
元
は
国
内
の
宗
祖
と
し
て
申
し
分
な
い
権
威
を
有
し
て
い
る
。
江
戸
仏
教
全
体
を
見
れ
ば
、
こ
の
種
の
権
威
と
し
て
最
も
象
徴
的
な
例

が
、
聖
徳
太
子
で
あ
る
。
太
子
と
そ
の
周
辺
に
よ
る
撰
と
い
う
銘
で
偽
作
さ
れ
た
『
大
成
経
』
な
ど
は
、
そ
の
権
威
が
存
分
に
利
用
さ
れ

た
も
の
と
言
え
る
。

　『
護
国
辨
』
で
も
頻
度
は
多
く
な
い
が
、
太
子
の
例
を
挙
げ
て
い
る
。
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一
九

上
宮
太
子
、
仏
子
に
し
て
神
道
を
興
す
、
亦
た
復
た
斯
の
若
し）₂₇
（

聖
徳
太
子
の
曰
く
、
神
道
は
根
本
な
り
。
儒
道
は
枝
葉
な
り
。
仏
道
は
花
實
な
り）₂₈
（

　
こ
の
う
ち
神
・
儒
・
仏
の
根
本
枝
葉
花
実
説
は
、
太
子
の
言
葉
と
す
る
よ
り
、
吉
田
兼
倶
（
一
四
三
五

─
一
五
一
一
）
の
『
唯
一
神
道
名
法
要
集
』

に
お
い
て
太
子
の
言
葉
と
さ
れ
た
も
の
、
と
す
る
方
が
正
確
だ
が
、
聖
徳
太
子
や
吉
田
神
道
な
ど
、
江
戸
期
に
お
け
る
神
道
思
想
受
容
と

し
て
は
順
当
と
い
え
る
形
で
あ
る
。
太
子
に
つ
い
て
問
題
に
な
る
の
は
、「
地
道
偏
正
・
第
四
章
」
注
記
の
一
節
で
あ
る
。

厩
は
聖
徳
太
子
、
厩
戸
王
子
な
り
。
思
ふ
に
太
子
は
吾
が
国
の
周
公
な
り
。
徳
と
し
て
古
今
を
統
べ
、
政
し
て
過
未
を
容
る
る
。
推

古
帝
朝
に
十
七
憲
法
を
著
し
按
ず
る
に
、
蓋
し
、
神
儒
仏
を
折
衷
し
、
和
序
信
を
説
破
す
る
な
り）₂₉
（

　
こ
こ
で
『
護
国
辨
』
は
、
聖
徳
太
子
が
『
十
七
条
憲
法
』
に
お
い
て
「
神
儒
仏
を
折
衷
」
し
た
と
述
べ
て
い
る
が
、
所
謂
、『
十
七
条

憲
法
』
に
は
、
そ
こ
ま
で
明
確
な
〈
三
教
一
致
〉
は
説
か
れ
て
い
な
い
。

　『
大
成
経
』
に
先
立
っ
て
、
そ
の
一
部
の
「
憲
法
本
紀
」
が
『
聖
徳
太
子
五
憲
法
』
と
い
う
書
名
で
刊
行
さ
れ
た
の
が
、
延
宝
三
年

（
一
六
七
五
）。『
護
国
辨
』
が
著
わ
さ
れ
る
前
年
で
あ
る
。
そ
の
『
大
成
経
』
憲
法
本
紀
の
う
ち
「
通
蒙
憲
法
」
の
第
十
七
条
は
、
次
の

よ
う
に
あ
る
。
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十
七
曰
、
篤
敬
三
法
、
其
三
法
者
、
儒
、
佛
、
神
也）₃₀
（

　
こ
の
部
分
は
、
元
の
『
十
七
条
憲
法
』
の
第
二
条
「
篤
く
三
宝
を
敬
へ
・
・
」
を
、
仏
教
だ
け
を
指
し
示
す
「
三
宝
（
仏
法
僧
）」
か

ら
、「
三
法
（
儒
仏
神
）」
に
入
れ
替
え
て
、〈
三
教
一
致
〉
の
条
目
に
作
り
直
さ
れ
た
部
分
で
あ
る
。
こ
こ
で
あ
れ
ば
、
明
確
に
、
聖
徳

太
子
が
『
十
七
条
憲
法
』
に
お
い
て
三
教
を
折
衷
し
た
、
と
言
え
る
。
た
だ
、
こ
れ
だ
け
で
は
『
護
国
辨
』
が
『
大
成
経
』
な
い
し
『
聖

徳
太
子
五
憲
法
』
を
参
考
に
し
た
か
ど
う
か
、
定
か
で
は
な
い
が
、
そ
の
可
能
性
は
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

　
さ
ら
に
、
別
例
の
引
用
で
特
徴
的
な
点
は
、
儒
者
に
よ
る
〈
三
教
一
致
〉
の
権
威
と
し
て
意
外
な
人
物
が
挙
が
っ
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。

羅
山
先
生
は
釈
教
を
敬
愛
し
て
、
既
に
日
在
る
な
り）₃₁
（

江
城
、
林
氏
羅
山
先
生
は
吾
国
の
程
朱
な
り）₃₂
（

　『
護
国
辨
』
は
、
排
仏
論
の
先
鋒
と
も
言
う
べ
き
林
羅
山
を
評
し
て
「
仏
教
を
敬
愛
」
す
る
「
日
本
の
程
朱
」
と
持
ち
上
げ
て
い
る
。

仏
教
に
と
っ
て
は
寧
ろ
敵
役
に
あ
た
る
羅
山
を
称
賛
す
る
こ
と
は
皮
肉
と
も
取
れ
る
が
、
聖
徳
太
子
と
達
磨
の
相
見
に
塗
り
替
え
ら
れ
た

「
片
岡
飢
人
説
話
」
に
つ
い
て
、

羅
山
先
生
曰
く
、
夫
れ
此
の
飢
者
は
、
眞
異
人
か
な
〈
中
略
〉
夫
れ
禅
な
る
は
上
古
静
平
の
表
祉
な
り
。
唯
だ
太
子
の
み
能
く
遇
ふ

と
雖
も
、
時
機
の
未
だ
熟
せ
ざ
る
を
以
て
、
磨
乃
ち
長
逝
な
り）₃₃
（
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と
も
述
べ
て
い
る
。『
羅
山
文
集
』
に
も
「
片
岡
飢
人
辯
」
が
収
録
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
羅
山
は
仏
教
、
特
に
禅

宗
を
批
判
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
、
太
子
だ
け
は
「
真
異
人
」
と
通
じ
会
え
た
が
、
禅
宗
の
伝
来
に
は
時
機
尚

早
で
あ
っ
た
と
、
好
意
的
な
解
釈
を
羅
山
が
し
た
よ
う
に
、『
護
国
辨
』
は
述
べ
て
い
る
。
こ
の
点
ま
で
含
め
る
と
、
敢
え
て
皮
肉
を
加

え
て
い
る
と
い
う
よ
り
、
羅
山
を
〈
三
教
一
致
〉
側
に
引
き
寄
せ
て
擁
護
し
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
。

　
だ
が
、
儒
教
の
立
場
で
は
、
排
仏
論
や
神
儒
一
致
は
あ
っ
て
も
、〈
儒
仏
一
致
〉
や
〈
三
教
一
致
〉
を
唱
え
る
例
を
揃
え
る
の
は
難
し

い
。
そ
の
た
め
に
は
、
多
少
ね
じ
曲
げ
た
解
釈
も
や
む
を
得
な
い
こ
と
に
な
る
が
、
そ
う
し
て
で
も
、『
護
国
辨
』
は
、
儒
教
に
お
け
る

〈
三
教
一
致
〉
が
欲
し
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
道
元
に
し
て
も
、
羅
山
に
し
て
も
、
実
は
〈
三
教
一
致
〉
や
〈
儒
仏
一
致
〉
に
は
遠
い
立
場
の
二
人
で
あ
る
が
、『
護
国
辨
』
で
は
、

〈
三
教
一
致
〉
を
支
え
る
権
威
と
し
て
敬
意
が
表
さ
れ
て
い
る
。
聖
徳
太
子
と
合
わ
せ
て
、
神
・
儒
・
仏
、
そ
れ
ぞ
れ
に
よ
る
〈
三
教
一

致
〉
の
権
威
を
揃
え
る
こ
と
で
、
三
教
の
均
衡
を
取
る
こ
と
が
目
的
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　『
大
成
経
』
の
〈
三
教
一
致
〉
は
、
排
仏
論
へ
の
対
抗
と
い
う
要
素
が
含
ま
れ
る
が
、「
中
道
」
の
立
場
か
ら
す
る
と
、
儒
教
に
批
判
的

な
〈
三
教
一
致
〉
は
有
り
得
な
か
っ
た
。
何
物
に
も
犯
さ
れ
な
い
「
虚
玄
」
や
「
中
道
」
は
、
そ
れ
自
体
、
何
物
を
も
犯
す
こ
と
は
な
い
。

羅
山
を
〈
三
教
一
致
〉
の
列
に
加
え
る
こ
と
は
、「
中
道
」
的
な
〈
三
教
一
致
〉
の
形
を
表
わ
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

②
『
曹
洞
護
国
辨
』
に
お
け
る
〈
三
教
一
致
〉
の
根
源

　
仏
教
に
お
い
て
、
天
地
開
闢
・
世
界
の
始
ま
り
か
ら
常
住
、
と
い
う
属
性
を
設
定
す
る
場
合
に
は
、
大
日
如
来
や
毘
盧
遮
那
仏
の
よ
う

な
「
法
身
仏
」
を
述
べ
る
の
が
常
套
で
あ
る
。『
護
国
辨
』
で
も
「
天
道
偏
正
・
第
六
章
」
で
「
毘
盧
遮
那
仏
」
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
る
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が
、（

毘
盧
遮
那
は
）
今
、
之
れ
世
間
出
世
に
兼
備
と
取
る
な
り
。
玆
に
乾
道
と
謂
ふ
な
り
。
天
と
云
ひ
、
神
と
云
ふ
も
惟
だ
乾
な
る
の

み）₃₄
（

と
い
う
よ
う
に
、
毘
盧
遮
那
を
「
乾
」
に
重
ね
、
こ
こ
に
さ
ら
に
「
天
（
儒
教
）」
と
「
神
（
神
道
）」
と
が
通
じ
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
三

教
折
衷
」
を
示
す
の
み
で
あ
る
。

　『
大
成
経
』
は
あ
く
ま
で
も
神
書
で
あ
っ
て
、
根
源
に
位
置
す
る
の
は
天
譲
日
天
先
霧
地
譲
月
地
先
霧
皇
尊
の
よ
う
な
「
神
」
で
あ
る
。

『
護
国
辨
』
も
基
本
的
に
は
仏
書
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
毘
盧
遮
那
を
持
ち
出
す
こ
と
は
あ
る
も
の
の
、
そ
れ
に
相
当
す
る
「
乾
」
は
そ
も

そ
も
易
説
の
用
語
で
あ
り
、
こ
の
時
点
で
既
に
折
衷
的
で
あ
る
。

　〈
偏
正
五
位
〉
の
原
形
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
洞
山
良
价
の
『
宝
鏡
三
昧
歌
』
の
一
節
は
、

重
離
六
爻
。
偏
正
囘
互）₃₅
（

と
い
う
も
の
で
あ
っ
て
、〈
偏
正
五
位
〉
と
易
説
や
気
学
・
気
論
は
元
来
か
ら
親
和
し
や
す
い
傾
向
に
あ
る
。
実
際
、
日
本
の
曹
洞
宗
に

お
い
て
も
、
南
英
謙
宗
（
一
三
八
七

─
一
四
六
〇
）
の
『
洞
上
雲
月
録
』
や
『
顕
訣
耕
雲
評
註
種
月

摭
藁
』
で
は
、
易
説
傾
向
の
強
い
五
位
解
説
が

展
開
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
〈
偏
正
五
位
〉
自
体
と
易
説
や
気
論
と
の
関
係
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、『
護
国
辨
』
の
特
徴
は
、
そ
の
「
中
道
」
の
強
さ
に
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あ
る
。『
大
成
経
』
の
よ
う
に
根
源
的
な
地
点
（
神
）
を
設
定
し
た
上
で
の
〈
三
教
一
致
〉
で
は
な
く
、
曹
洞
宗
や
「
正
中
来
」
に
「
中

道
」
の
位
置
を
与
え
、
そ
の
「
中
道
」
の
前
で
は
、
根
本
末
節
や
順
序
と
い
う
要
件
に
関
わ
ら
ず
三
教
は
折
衷
さ
れ
る
。
い
わ
ば
、
三
教

は
同
じ
地
点
に
集
約
さ
れ
る
必
要
は
な
く
、「
中
道
」
の
立
場
か
ら
の
視
点
に
よ
っ
て
〈
三
教
一
致
〉
が
成
立
し
得
る
の
で
あ
る
。

思
ふ
に
夫
れ
仏
陀
は
中
竺
に
光
宅
し
、
仲
尼
は
中
支
に
生
教
し
、
国
神
は
中
和
を
都
照
す
る
は
、
斯
れ
咸
て
處
を
中
央
土
徳
に
象
り
、

以
て
四
海
の
黎
民
を
正
化
す
る
所
以
な
り）₃₆
（

　「
中
」
で
あ
る
所
の
三
国
は
、
神
・
儒
・
仏
の
三
教
に
よ
っ
て
「
正
化
」
せ
ら
れ
、
平
ら
か
と
な
る
。
こ
こ
で
は
、〈
偏
正
五
位
─
正
中

来
─
中
道
─
曹
洞
宗
─
三
教
─
正
化
四
海
・
護
国
〉
と
い
う
よ
う
に
、
い
わ
ば
、〈
偏
正
五
位
─
正
中
来
─
中
道
〉
の
曹
洞
宗
旨
か
ら
、

〈
三
教
〉
を
経
由
し
て
〈
正
化
・
護
国
〉
が
な
さ
れ
る
と
い
う
道
筋
が
見
出
さ
れ
る
。
曹
洞
宗
か
ら
護
国
へ
の
経
由
地
に
〈
三
教
〉
が
有

る
以
上
、
世
が
平
ら
か
で
あ
る
た
め
に
は
、〈
三
教
〉
が
安
定
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　「
不
犯
中
」「
虚
玄
大
道
、
無
著
真
宗
」
の
曹
洞
宗
に
よ
る
〈
三
教
一
致
〉
と
は
、
別
の
見
方
を
す
れ
ば
、
曹
洞
宗
を
冠
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、「
中
道
」
に
お
い
て
三
教
そ
れ
ぞ
れ
が
安
定
立
脚
す
る
状
態
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。『
曹
洞
護
国
辨
』
に
お
け
る
〈
三
教

一
致
〉
は
、
全
て
が
曹
洞
宗
一
宗
の
み
に
統
合
さ
れ
た
り
、
曹
洞
宗
に
跪
く
よ
う
な
も
の
で
は
な
く
、
曹
洞
宗
が
打
ち
出
す
「
中
道
」
を

基
盤
と
し
て
〈
三
教
〉
が
併
存
し
、
天
下
の
平
穏
な
る
形
が
構
想
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
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お
わ
り
に

　
管
見
の
及
ぶ
限
り
、『
曹
洞
護
国
辨
』
が
研
究
史
の
俎
上
に
載
る
こ
と
は
無
い
。
そ
れ
は
、
本
稿
で
も
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
道
元
の

禅
思
想
研
究
に
も
、
五
位
思
想
研
究
に
も
寄
与
す
る
面
が
少
な
い
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
内
容
も
見
方
に
よ
っ
て
は
、
荒
唐
無
稽
な

論
説
の
連
続
で
あ
り
、
取
り
立
て
て
評
価
の
つ
け
に
く
い
文
書
で
あ
る
こ
と
も
確
か
で
あ
ろ
う
。

　
だ
が
、
本
稿
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、〈
偏
正
五
位
─
正
中
来
─
中
道
─
曹
洞
宗
─
三
教
〉
と
い
う
筋
は
、
独
り
善
が
り
な
解
釈
で
あ

る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
も
の
の
、
根
底
で
は
意
外
に
固
く
結
ば
れ
て
お
り
、
特
に
「
中
道
」
と
い
う
力
点
か
ら
強
い
作
用
が
は
た
ら
い

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　〈
三
教
一
致
〉
説
を
補
強
す
る
に
し
て
も
、
援
用
し
に
く
い
部
分
の
あ
る
道
元
や
羅
山
を
無
理
に
出
す
の
で
は
な
く
、
聖
徳
太
子
を
も

っ
と
前
面
に
押
し
出
す
手
段
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
し
、
仏
教
的
に
三
教
を
折
衷
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
法
身
毘
盧
遮
那
仏
を
も
っ
と
効
果
的

に
使
う
こ
と
も
で
き
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
が
選
択
肢
と
し
て
考
え
ら
れ
た
か
ど
う
か
は
想
像
の
域
を
出
な
い
が
、
結
果
と
し

て
、
そ
の
よ
う
な
形
を
と
ら
な
か
っ
た
こ
と
は
、『
護
国
辨
』
に
お
け
る
「
中
道
」
の
重
さ
を
語
る
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
寺
院
の
本
末
関
係
、
宗
門
の
規
定
、
師
弟
間
の
嗣
法
や
、
対
排
仏
論
、
そ
れ
に
「
復
古
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
思
惑
の
乱
れ
る
江
戸
仏

教
や
曹
洞
宗
の
中
で
、「
中
道
」
か
ら
〈
三
教
一
致
〉
を
説
い
た
『
曹
洞
護
国
辨
』
と
い
う
著
述
は
、
文
字
通
り
何
物
に
も
犯
さ
れ
ず
、

何
物
を
も
犯
さ
ず
に
、
百
花
の
片
隅
に
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

注
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（
1
）　
鏡
島
元
隆
「
総
説
」（『
道
元
思
想
の
あ
ゆ
み
3
江
戸
時
代
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
三
、
三
頁
）

（
2
）　
芳
賀
幸
四
郎
『
芳
賀
幸
四
郎
歴
史
論
集
Ⅲ
　
中
世
禅
林
の
学
問
お
よ
び
文
学
に
関
す
る
研
究
』

　
　
　
　
　
　
思
文
閣
出
版
、
一
九
八
一
（
原
著
は
、
一
九
六
五
年
、
日
本
学
術
振
興
会
よ
り
刊
行
）

（
3
）　『
曹
洞
宗
全
書
』（
以
下
『
曹
全
』）
注
解
五
、
曹
洞
宗
全
書
刊
行
會
、
三
六
〇
頁

（
4
）　
同
右
、
三
五
九
頁

（
5
）　
同
右
、
三
五
九
頁
（
括
弧
内
は
、
本
文
中
の
註
。
句
読
点
は
、
本
稿
筆
者
に
よ
る
補
）

（
6
）　
同
右
、
三
六
二
頁
、
原
漢
文
、
本
稿
筆
者
に
よ
る
書
き
下
し
（
以
下
、
こ
の
場
合
は
「
原
漢
文
」
と
の
み
表
記
）。
本
文
中
の
注
記
は
省
略
（
以

下
、
こ
の
場
合
は
「
注
記
省
略
」
と
表
記
）

（
7
）　
同
右
、
四
二
五
頁
、
原
漢
文

（
8
）　『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』（
以
下
『
大
正
蔵
』）
第
四
七
巻
、
五
二
七
頁
ａ

（
9
）　『
大
正
蔵
』
第
四
七
巻
、
五
二
七
頁
ａ

（
10
）　『
曹
全
』
注
解
五
、
三
六
四
頁
（
原
漢
文
、
注
記
省
略
）

（
11
）　
大
久
保
道
舟
編
『
道
元
禅
師
全
集
』（
以
下
『
全
集
』）
上
巻
、
筑
摩
書
房
、
一
九
六
九
、
三
二
八
頁

（
12
）　『
全
集
』
上
巻
、
三
七
〇
頁

（
13
）　『
全
集
』
上
巻
、
七
一
五
頁

（
14
）　
春
秋
巻
や
諸
法
実
相
巻
は
、
道
元
自
身
の
編
集
、
も
し
く
は
没
し
て
ま
も
な
く
編
集
さ
れ
た
七
十
五
巻
本
『
正
法
眼
蔵
』
に
含
ま
れ
る
。
十
四
世

紀
に
入
り
、
永
平
寺
第
五
祖
・
義
雲
が
編
集
し
た
六
十
巻
本
に
両
巻
や
十
二
巻
本
・
四
禅
比
丘
巻
な
ど
は
収
録
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
六
十

巻
本
の
み
が
流
通
し
た
範
囲
で
は
、
春
秋
巻
や
諸
法
実
相
巻
が
読
ま
れ
な
か
っ
た
こ
と
も
推
測
さ
れ
る
。

（
15
）　『
大
正
蔵
』）
第
四
七
巻
、
五
二
七
頁
ａ

（
16
）　
こ
の
形
は
、
慈
明
（
石
霜
）
楚
円
に
よ
っ
て
整
え
ら
れ
た
も
の
で
、「
石
霜
五
位
」
と
も
呼
ば
れ
る
。
石
霜
が
臨
済
宗
に
属
す
る
た
め
、〈
臨
済
系

の
五
位
〉
と
称
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
中
国
・
日
本
の
曹
洞
宗
で
は
よ
く
用
い
ら
れ
る
形
と
な
っ
て
い
る
。

（
17
）『
曹
全
』
注
解
五
、
三
七
六
頁
（
原
漢
文
、
注
記
省
略
）

（
18
）　
同
右
、
三
八
六
頁
（
原
漢
文
、
注
記
省
略
）
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（
19
）　
同
右
、
三
六
八
頁
（
原
漢
文
、
注
記
省
略
）

（
20
）　「
安
立
十
住
十
行
十
迴
向
十
地
十
一
地
等
行
相
引
接
凡
俗
化
生
之
門
」（『
大
正
蔵
』
第
三
六
巻
、
七
四
〇
頁
ａ
）

（
21
）　
所
謂
、「
菩
薩
の
五
十
二
位
（
十
信
・
十
住
・
十
行
・
十
廻
向
・
十
地
・
等
覚
・
妙
覚
）」
に
お
い
て
、「
等
覚
」
は
修
行
が
完
成
さ
れ
た
段
階
・

さ
と
り
を
得
る
直
近
に
位
置
す
る
。「
説
一
生
補
處
菩
薩
入
佛
華
三
昧
所
有
法
門
十
一
地
等
覺
位
中
普
賢
境
界
」（
同
右
、
七
五
一
頁
ａ
）

（
22
）『
曹
全
』
注
解
五
、
三
六
八
頁
（
原
漢
文
、
注
記
省
略
）

（
23
）　
同
右
、
三
六
九
頁
（
原
漢
文
、
注
記
省
略
）

（
24
）　「
令
會
理
事
無
礙
根
本
智
差
別
智
智
悲
均
融
處
於
中
道
。
以
處
表
法
故
。
須
此
處
說
十
迴
向
之
門
」（『
大
正
蔵
』
第
三
六
巻
、
七
六
四
頁
ｂ
）

（
25
）　
新
井
勝
龍
「
五
位
思
想
の
展
開
」（『
道
元
思
想
の
あ
ゆ
み
3
江
戸
時
代
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
三
）

（
26
）　
佐
藤
俊
晃
「
近
世
禅
宗
と
太
子
流
神
道
」
一
九
九
八
（『
印
度
學
仏
教
學
研
究
』
四
七
─
一
）

　 

　
同
　「
徳
翁
良
高
撰
述
『
神
秘
壺
中
天
』
に
つ
い
て
」
二
〇
〇
八
（『
曹
洞
宗
研
究
員
研
究
紀
要
』
三
八
）

　
　
拙
稿
「『
正
法
嫡
伝
獅
子
一
吼
集
』
に
お
け
る
〈
仏
記
東
漸
論
〉」
二
〇
〇
六
（『
学
習
院
大
学
人
文
科
学
論
集
』
一
五
）

（
27
）　『
曹
全
』
注
解
五
、
三
六
七
頁
（
原
漢
文
）

（
28
）　『
曹
全
』
注
解
五
、
四
〇
四
頁
（
原
漢
文
）

（
29
）　『
曹
全
』
注
解
五
、
三
八
八
頁
（
原
漢
文
）

（
30
）　
武
田
本
『
先
代
旧
事
本
紀
大
成
経
』（『
続
神
道
大
系
　
論
説
編
　
先
代
旧
事
本
紀
大
成
経
四
』
一
九
九
九
）
二
九
七
頁

（
31
）　『
曹
全
』
注
解
五
、
三
六
七
頁
（
原
漢
文
）

（
32
）　『
曹
全
』
注
解
五
、
四
〇
八
頁
（
原
漢
文
）

（
33
）　『
曹
全
』
注
解
五
、
三
八
〇
頁
（
原
漢
文
）

（
34
）　『
曹
全
』
注
解
五
、
三
六
七
頁
（
原
漢
文
、
括
弧
内
は
本
稿
筆
者
に
よ
る
補
）

（
35
）　『
大
正
蔵
』
第
四
七
巻
、
五
一
五
頁
ａ

（
36
）　『
曹
全
』
注
解
五
、
三
六
七
頁
（
原
漢
文
）


